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(57)【要約】
【課題】冷房専用の空気調和機において、冬季などのよ
うに外気の温度が低いときに凝縮器に冷媒を溜める運転
を行うと、圧縮機の冷凍機油が凝縮器において冷媒に溶
け込んで溜まる。
【解決手段】空気調和機１は、冷房専用の空気調和機で
ある。空気調和機１の制御部２７は、第１弁２１の開度
、第２弁２２の開度及びファン２８の風量の少なくとも
１つを調節して凝縮圧力を調節する通常運転と、予め定
められた条件が満たされると、第１弁２１の開度を大き
くする制御及び第２弁２２の開度を小さくする制御の少
なくとも一方の制御を行って凝縮器２５内の冷凍機油を
冷媒とともに圧縮機２４に戻す凝縮器の油戻し運転と、
を行う。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　圧縮機（２４）、凝縮器（２５）、開度制御が可能な第１弁（２１）及び蒸発器（２６
）を有する主冷媒回路（１１）と、
　開度制御が可能な第２弁（２２）を有し、前記圧縮機（２４）から吐出された冷媒を前
記凝縮器（２５）及び前記第１弁（２１）をバイパスするように前記主冷媒回路（１１）
に接続されたバイパス回路（１２）と、
　前記凝縮器（２５）への空気の流れを形成するファン（２８）と、
　前記圧縮機（２４）、前記第１弁（２１）、前記第２弁（２２）及び前記ファン（２８
）を制御する制御部（２７）と、を備える冷房専用の空気調和機であって、
　前記制御部（２７）は、
　前記第１弁（２１）の開度、前記第２弁（２２）の開度及び前記ファン（２８）の風量
の少なくとも１つを調節して凝縮圧力を調節する通常運転と、
　予め定められた条件が満たされると、前記第１弁（２１）の開度を大きくする制御及び
前記第２弁（２２）の開度を小さくする制御の少なくとも一方の制御を行って前記凝縮器
（２５）内の冷凍機油を冷媒とともに前記圧縮機（２４）に戻す凝縮器の油戻し運転と、
を行う空気調和機。
【請求項２】
　前記制御部（２７）は、前記凝縮器の油戻し運転において、前記第１弁（２１）の開度
が全開状態となるように前記第１弁（２１）を制御する、請求項１に記載の空気調和機。
【請求項３】
　前記制御部（２７）は、前記圧縮機（２４）の運転容量を増加させて前記主冷媒回路（
１１）のガス管内に溜まった冷凍機油を前記圧縮機（２４）に戻すガス管の油戻し運転を
行う、請求項１又は２に記載の空気調和機。
【請求項４】
　前記制御部（２７）は、前記ガス管の油戻し運転を行った後、前記圧縮機（２４）の運
転容量を維持した状態で、前記凝縮器の油戻し運転を行う、請求項３に記載の空気調和機
。
【請求項５】
　前記予め定められた条件は、油溜まり量が予め定められた基準量以上となることを条件
として含む、請求項１～４の何れか１項に記載の空気調和機。
【請求項６】
　前記予め定められた条件は、前記第１弁（２１）の開度が予め定められた基準開度以下
であることを条件として含む、請求項１～５の何れか１項に記載の空気調和機。
【請求項７】
　前記予め定められた条件は、室外の気温が予め定められた基準温度以下であることを条
件として含む、請求項１～６の何れか１項に記載の空気調和機。
【請求項８】
　前記予め定められた条件は、前記圧縮機（２４）の運転容量が予め定められた基準値以
下である状態が予め定められた時間継続することを条件として含む、請求項１～７の何れ
か１項に記載の空気調和機。
【請求項９】
　前記制御部（２７）は、前記凝縮器の油戻し運転において、前記ファン（２８）の風量
を減らす制御を行う、請求項１～８の何れか１項に記載の空気調和機。
【請求項１０】
　前記凝縮器（２５）が水冷式の熱交換器であり、
　前記制御部（２７）は、前記凝縮器の油戻し運転において、前記凝縮器（２５）に流入
する水の流量を減らす制御を行う、請求項１～８の何れか１項に記載の空気調和機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、例えば電算機室などにおいて用いられる冷房専用の空気調和機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、例えば電算機室などにおいて用いられる空気調和機が知られている。この種の空
気調和機は、年間を通して冷房運転を行うので、圧縮機、凝縮器、膨張機構及び蒸発器が
この順に接続された冷房専用の冷媒回路を備えている（例えば特許文献１）。この種の冷
媒回路において、外気の温度が低いとき（例えば冬季）には、凝縮器の能力が過剰になる
ことがある。
【０００３】
　そこで、凝縮器の能力を調節するために、空気調和機において、バイパス回路をさらに
設けることが考えられる。このバイパス回路は、開度制御が可能な電動弁を有し、圧縮機
から吐出された冷媒を凝縮器をバイパスして蒸発器に送る回路である。そして、外気の温
度が低いときに、電動弁の開度を大きくしたり、ファンの風量を小さくしたりすることに
より、凝縮器に冷媒を溜めて凝縮器の能力を低くし、凝縮圧力（冷媒回路における高圧側
の圧力）を所定の範囲に維持するという手段が考えられる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００８－０７６００１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、冷房専用の空気調和機において、冬季などのように外気の温度が低いと
きに上記のように凝縮器に冷媒を溜める運転を行うと、圧縮機の冷凍機油が凝縮器におい
て冷媒に溶け込んで溜まる場合がある。
【０００６】
　本発明の目的は、冷房専用の空気調和機において、凝縮器内に溜まった冷凍機油を効果
的に圧縮機に戻すことである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の空気調和機は、主冷媒回路（１１）と、バイパス回路（１２）と、ファン（２
８）と、制御部（２７）とを備える冷媒専用の空気調和機である。前記主冷媒回路（１１
）は、圧縮機（２４）、凝縮器（２５）、開度制御が可能な第１弁（２１）及び蒸発器（
２６）を有する。前記バイパス回路（１２）は、開度制御が可能な第２弁（２２）を有す
る。前記バイパス回路（１２）は、前記圧縮機（２４）から吐出された冷媒を前記凝縮器
（２５）及び前記第１弁（２１）をバイパスするように前記主冷媒回路（１１）に接続さ
れている。前記ファン（２８）は、前記凝縮器（２５）への空気の流れを形成する。前記
制御部（２７）は、前記圧縮機（２４）、前記第１弁（２１）、前記第２弁（２２）及び
前記ファン（２８）を制御する。前記制御部（２７）は、通常運転と、凝縮器の油戻し運
転とを行う。前記通常運転では、前記第１弁（２１）の開度、前記第２弁（２２）の開度
及び前記ファン（２８）の風量の少なくとも１つを調節して凝縮圧力を調節する。前記凝
縮器の油戻し運転では、予め定められた条件が満たされると、前記第１弁（２１）の開度
を大きくする制御及び前記第２弁（２２）の開度を小さくする制御の少なくとも一方の制
御を行って前記凝縮器（２５）内の冷凍機油を冷媒とともに前記圧縮機（２４）に戻す。
【０００８】
　この構成では、通常運転において、第１弁（２１）の開度、第２弁（２２）の開度及び
ファン（２８）の風量の少なくとも１つを調節して凝縮圧力（冷媒回路における高圧側の
圧力。以下、高圧圧力という場合がある。）を調節することにより、凝縮圧力を所定の範
囲に調節することができる。また、例えば冬季などのように外気の温度が低いときには凝
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縮器の能力が過剰になることがあるが、この場合には、通常運転において、例えば第１弁
（２１）の開度を小さくしたり、第２弁（２２）の開度を大きくしたり、ファン（２８）
の風量を少なくしたりすることによって凝縮器（２５）の能力を小さくして凝縮器（２５
）に液冷媒を溜める。これにより、凝縮圧力を所定の範囲（所定の目標高圧圧力の範囲）
に調節することができる。
【０００９】
　そして、外気の温度が低いときの通常運転によって凝縮器（２５）に液冷媒が溜まると
、冷凍機油は、凝縮器（２５）内に溜まった液冷媒の中に溶け込んだ状態で凝縮器（２５
）内に溜まる。このように冷凍機油が凝縮器（２５）内に溜まり込んだとしても、予め定
められた条件が満たされると、第１弁（２１）の開度を大きくする制御及び第２弁（２２
）の開度を小さくする制御の少なくとも一方の制御を行って凝縮器（２５）内に溜まった
冷凍機油を冷媒とともに圧縮機（２４）に戻す凝縮器の油戻し運転が行われる。このよう
な凝縮器の油戻し運転を行うことにより、凝縮器の（２５）の前後差圧の確保（凝縮器（
２５）の入口付近の圧力と凝縮器（２５）の出口付近の圧力の差の確保）や凝縮圧力の変
動を生じさせることができる。これにより、凝縮器（２５）において冷媒の流れを促進さ
せることができるので、凝縮器（２５）内に溜まる冷凍機油を冷媒とともに効果的に圧縮
機（２４）に戻すことができる。
【００１０】
　前記空気調和機において、前記制御部（２７）は、前記凝縮器の油戻し運転において、
前記第１弁（２１）の開度が全開状態となるように前記第１弁（２１）を制御するのが好
ましい。この構成では、第１弁（２１）の開度が全開状態となるように第１弁（２１）を
制御することにより、第１弁（２１）の開度制御の前後において大きな凝縮圧力の変動を
生じさせることができる。これにより、凝縮器内に溜まっている冷凍機油をより効果的に
凝縮器外に押し出すことができる。
【００１１】
　前記空気調和機において、前記制御部（２７）は、前記圧縮機（２４）の運転容量を増
加させて前記主冷媒回路（１１）のガス管内に溜まった冷凍機油を前記圧縮機（２４）に
戻すガス管の油戻し運転を行うのが好ましい。ガス冷媒が流れているガス管においては、
冷凍機油がガス管の内面に付着して溜まることがあるが、圧縮機（２４）の運転容量を増
加させるガス管の油戻し運転を行うことによって、ガス管内に溜まった冷凍機油を圧縮機
（２４）に戻すことができる。
【００１２】
　前記空気調和機において、前記制御部（２７）は、前記ガス管の油戻し運転を行った後
、前記圧縮機（２４）の運転容量を維持した状態で、前記凝縮器の油戻し運転を行うのが
好ましい。この構成では、ガス管の油戻し運転において上げられた圧縮機（２４）の運転
容量を維持した状態、すなわち冷媒回路における冷媒循環量が高められた状態で凝縮器の
油戻し運転が行われるので、凝縮器の油戻し運転において凝縮器に流れる冷媒量を多くす
ることができる。これにより、凝縮器内に溜まっている冷凍機油をさらに効果的に凝縮器
外に押し出すことができる。
【００１３】
　前記空気調和機において、前記予め定められた条件は、例えば、油溜まり量が予め定め
られた基準量以上となることを条件として含む。油溜まり量と圧縮機（２４）における冷
凍機油の不足の程度とは、互いに関連している。したがって、この構成のように油溜まり
量に関する上記条件に基づいて油戻し運転の要否判断を行うことによって、油戻しが必要
とされるときに凝縮器の油戻し運転をより確実に実行することができる。
【００１４】
　前記空気調和機において、前記予め定められた条件は、例えば、前記第１弁（２１）の
開度が予め定められた基準開度以下であることを条件として含む。第１弁（２１）の開度
が予め定められた基準開度以下であるときには、凝縮器（２５）において冷凍機油が溜ま
りやすい。また、第１弁（２１）の開度が予め定められた基準開度以下であるときには、



(5) JP 2015-102256 A 2015.6.4

10

20

30

40

50

凝縮器の油戻し運転において第１弁（２１）の開度の変動幅（開度の増加量）を大きくす
ることができる。したがって、この構成のように第１弁（２１）の開度に関する上記条件
に基づいて油戻し運転の要否判断を行うことによって、油戻しが必要とされるときに凝縮
器の油戻し運転をより確実に実行することができ、しかも、第１弁（２１）の開度制御の
前後において大きな凝縮圧力の変動を生じさせることができる。
【００１５】
　前記空気調和機において、前記予め定められた条件は、例えば、室外の気温が予め定め
られた基準温度以下であることを条件として含む。外気の温度が低いときには通常運転に
おいて凝縮器に冷媒が溜められて凝縮圧力が所定の範囲に調節されているので、油溜まり
量が多くなる。したがって、この構成のように室外の気温に関する上記条件に基づいて油
戻し運転の要否判断を行うことによって、油戻しが必要とされるときに凝縮器の油戻し運
転をより確実に実行することができる。
【００１６】
　前記空気調和機において、前記予め定められた条件は、例えば、前記圧縮機（２４）の
運転容量が予め定められた基準値以下である状態が予め定められた時間継続することを条
件として含む。圧縮機（２４）のモータが低い周波数（回転数）で運転されているときに
は、冷媒回路を循環する冷媒量も少ないため、冷凍機油は凝縮器から押し出されにくく、
凝縮器内に溜まりやすい傾向にある。したがって、この構成のように圧縮機（２４）の運
転容量に関する上記条件に基づいて油戻し運転の要否判断を行うことによって、油戻しが
必要とされるときに凝縮器の油戻し運転をより確実に実行することができる。
【００１７】
　前記空気調和機において、前記制御部（２７）は、前記凝縮器の油戻し運転において、
前記ファン（２８）の風量を減らす制御を行ってもよい。この構成では、凝縮器の油戻し
運転において、第１弁（２１）や第２弁（２２）の開度制御だけでなく、ファン（２８）
の風量を減らす制御も行う。ファン（２８）の風量を減らすことによって凝縮圧力を上げ
ることができる。したがって、第１弁（２１）及び第２弁（２２）の少なくとも一方の開
度制御及びファン（２８）の風量制御を行う構成では、弁の開度制御だけを行う場合に比
べて、より大きな凝縮圧力の変動を生じさせることができる。これにより、凝縮器内に溜
まっている冷凍機油をさらに効果的に凝縮器外に押し出すことができる。
【００１８】
　前記空気調和機において、前記凝縮器（２５）が水冷式の熱交換器であり、前記制御部
（２７）は、前記凝縮器の油戻し運転において、前記凝縮器（２５）に流入する水の流量
を減らす制御を行ってもよい。この構成では、凝縮器の油戻し運転において、第１弁（２
１）や第２弁（２２）の開度制御だけでなく、凝縮器（２５）に流入する水の流量を減ら
す制御も行う。凝縮器（２５）に流入する水の流量を減らすことによって凝縮圧力を上げ
ることができる。したがって、第１弁（２１）及び第２弁（２２）の少なくとも一方の開
度制御及び水の流量制御を行う構成では、弁の開度制御だけを行う場合に比べて、より大
きな凝縮圧力の変動を生じさせることができる。これにより、凝縮器内に溜まっている冷
凍機油をさらに効果的に凝縮器外に押し出すことができる。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明によれば、冷房専用の空気調和機において、凝縮器内に溜まった冷凍機油を効果
的に圧縮機に戻すことができる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本発明の一実施形態に係る空気調和機の概略構成図である。
【図２】前記実施形態に係る空気調和機における制御ブロック図である。
【図３】前記実施形態に係る空気調和機の制御例１を示すフローチャートである。
【図４】前記実施形態に係る空気調和機の制御例２を示すフローチャートである。
【図５】前記実施形態の変形例に係る空気調和機の概略構成図である。
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【図６】（Ａ）～（Ｃ）は、凝縮器の油戻し運転における凝縮器の前後差圧の変動を説明
するためのグラフである。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　以下、本発明の一実施形態に係る空気調和機について図面を参照して説明する。
【００２２】
　［空気調和機の構成］
　図１に示すように、本実施形態に係る空気調和機１は冷媒専用の空気調和機である。空
気調和機１は、冷媒回路１０を備え、蒸気圧縮式の冷凍サイクル運転を行うことによって
室内の冷房を行う。冷房の対象が例えばサーバルームなどの電算機室である場合には、空
気調和機１は、室内を所定の温度範囲に調節する冷房運転を、年間を通じて連続して行う
。
【００２３】
　本実施形態に係る空気調和機１は、室外に設置される熱源ユニット（室外ユニット）２
と、室内に設置される利用ユニット（室内ユニット）３と、これらのユニットを接続する
冷媒連絡管４，５とを備えている。冷媒回路１０は、主冷媒回路１１と、バイパス回路１
２とを含む。
【００２４】
　主冷媒回路１１は、圧縮機２４、凝縮器２５、開度制御が可能な第１弁２１及び蒸発器
２６を有する。主冷媒回路１１は、熱源ユニット２に設けられて主冷媒回路１１の一部を
構成する熱源側主冷媒回路１１ａと、利用ユニット３に設けられて主冷媒回路１１の一部
を構成する利用側主冷媒回路１１ｂとを含む。本実施形態では、凝縮器２５及び第１弁２
１は、熱源側主冷媒回路１１ａに設けられており、圧縮機２４及び蒸発器２６は、利用側
主冷媒回路１１ｂに設けられているが、これに限られない。例えば、圧縮機２４は、熱源
側主冷媒回路１１ａに設けられていてもよい。
【００２５】
　バイパス回路１２は、開度制御が可能な第２弁２２を有する。バイパス回路１２は、圧
縮機２４から吐出された冷媒を凝縮器２５及び第１弁２１をバイパスするように主冷媒回
路１１（より具体的には、熱源側主冷媒回路１１ａ）に接続されている。
【００２６】
　圧縮機２４は、低圧冷媒を吸入し、圧縮して高圧冷媒として吐出する機能を有する。圧
縮機２４は、圧縮機用モータ２４Ｍによって駆動される。圧縮機用モータ２４Ｍは、イン
バータ装置を介して電力の供給を受けて駆動される。圧縮機２４は、圧縮機用モータ２４
Ｍの周波数（すなわち、回転数）を変えることによって、運転容量を変えることが可能な
圧縮機である。圧縮機２４の吸入側は、蒸発器２６の出口に接続されており、圧縮機２４
の吐出側は、冷媒連絡管４を介して凝縮器２５の入口に接続されている。
【００２７】
　凝縮器２５としては、例えば、伝熱管と多数のフィンとにより構成されたクロスフィン
式の熱交換器を用いることができるが、これに限られない。凝縮器２５は、室外空気を熱
源として、高圧冷媒を凝縮する機能を有する。凝縮器２５の出口は、第１弁２１、冷媒調
整器３０、過冷却用熱交換器３１及び冷媒連絡管５を介して利用ユニット３（より具体的
には第３弁２３）に接続されている。凝縮器２５の入口は、冷媒連絡管４を介して利用ユ
ニット３（より具体的には、圧縮機２４の吐出側）に接続されている。
【００２８】
　蒸発器２６としては、例えば、伝熱管と多数のフィンとにより構成されたクロスフィン
式の熱交換器を用いることができるが、これに限られない。蒸発器２６は、低圧冷媒を蒸
発させる機能を有し、室内空気を冷却する。蒸発器２６の入口は、第３弁２３に接続され
ている。蒸発器２６の出口は、圧縮機２４の吸入側に接続されている。
【００２９】
　本実施形態では、第１弁２１は、開度制御が可能な電動弁（膨張弁）であるが、これに
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限られない。第１弁２１は、主として、凝縮圧力（高圧圧力）を所定の範囲に維持する制
御（高圧制御）を行う際に使用される。第２弁２２は、開度制御が可能な電動弁（膨張弁
）であるが、これに限られない。第２弁２２は、主として、上記の高圧制御を行う際に使
用される。本実施形態では、主冷媒回路１１は、開度制御が可能な第３弁２３を有する。
第３弁２３は、開度制御が可能な電子膨張弁であるが、これに限られない。第３弁２３は
、主として、熱源ユニット２の凝縮器２５において冷却された冷媒の減圧を行う際に使用
される。第３弁２３は、利用側主冷媒回路１１ｂに設けられており、冷媒連絡管５を介し
て熱源側主冷媒回路１１ａに接続されている。
【００３０】
　また、本実施形態では、主冷媒回路１１は、冷媒調整器（レシーバ）３０と、過冷却用
熱交換器３１と、油分離器３２とを有する。冷媒調整器３０は、凝縮器２５の下流側に設
けられ、負荷変動による蒸発器２６内の冷媒量の変動を吸収する容器によって構成されて
いる。過冷却用熱交換器３１は、凝縮器２５において液化した冷媒をさらに冷却し、その
飽和温度以下に冷却する。油分離器３２は、圧縮機２４から吐出された冷媒から冷凍機油
の一部を分離するためのものである。圧縮機２４から冷媒とともに吐出された冷凍機油の
一部は、油分離器３２において冷媒と分離され、キャピラリーチューブ３３が設けられた
返油回路１３を通じて圧縮機２４の吸入側に戻される。本実施形態では、第３弁２３及び
油分離器３２は、利用側主冷媒回路１１ｂに設けられており、冷媒調整器３０及び過冷却
用熱交換器３１は、熱源側主冷媒回路１１ａに設けられているが、これに限られない。
【００３１】
　熱源ユニット２は、凝縮器２５への空気の流れを形成する熱源側ファン２８を備える。
熱源側ファン２８は、熱源ユニット２内に吸入口から室外空気を吸入して、熱源ユニット
２内に収容された凝縮器２５において冷媒と熱交換させた後に、吹出口から排出空気とし
て室外に吹き出すという空気の流れを形成する。この熱源側ファン２８は、ファン用モー
タ２８Ｍによって駆動される。本実施形態において、ファン用モータ２８Ｍは、インバー
タ装置を介して電力の供給を受けて駆動される。熱源側ファン２８は、ファン用モータ２
８Ｍの周波数（すなわち、回転数）を変えることによって風量を変えることが可能である
。
【００３２】
　利用ユニット３は、蒸発器２６への空気の流れを形成する利用側ファン２９を備える。
利用側ファン２９は、利用ユニット３内に吸入口から室内空気を吸入して、利用ユニット
３内に収容された蒸発器２６において冷媒と熱交換させた後に、吹出口から供給空気とし
て室内に吹き出すという空気の流れを形成する。この利用側ファン２９は、ファン用モー
タ２９Ｍによって駆動される。
【００３３】
　空気調和機１には、各種のセンサが設けられている。例えば、熱源ユニット２には、室
外空気の温度を検知する室外温度センサ４１などが設けられている。また、利用ユニット
３には、圧縮機２４の吸入圧力を検出する吸入圧力センサ４２、圧縮機２４の吐出圧力を
検出する吐出圧力センサ４３などが設けられている。
【００３４】
　空気調和機１は、空気調和機１の運転を制御する制御部２７を備える。制御部２７は、
熱源ユニット２に設けられていてもよく、利用ユニット３に設けられていてもよく、また
、これらの両方に設けられていてもよい。制御部２７は、例えばマイクロコンピュータ、
メモリなどを有している。
【００３５】
　図２は、本実施形態に係る空気調和機１における制御ブロック図である。制御部２７は
、センサ４１，４２，４３などの各種センサが検知した状態量（圧力値、温度など）に対
応する信号を取り込むことができるようになっている。そして、制御部２７は、これらの
信号に基づいて、圧縮機２４、第１弁２１、第２弁２２、第３弁２３、熱源側ファン２８
、利用側ファン２９などの動作を制御する。
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【００３６】
　［空気調和機の動作］
　本実施形態に係る空気調和機１では、制御部２７は、通常運転と、凝縮器の油戻し運転
とを行う。また、空気調和機１は、ガス管の油戻し運転をさらに行ってもよい。以下では
、通常運転及び油戻し運転について具体的に説明する。
【００３７】
　（通常運転）
　通常運転では、冷房の対象である室内空気の温度が所定の範囲に調節されるとともに、
圧縮機２４の信頼性を維持するために凝縮圧力（高圧圧力）が所定の範囲に調節される。
具体的に、通常運転では、制御部２７は、冷媒回路１０における高圧圧力（例えば吐出圧
力センサ４３により検出される圧縮機２４の吐出圧力）に基づいて、凝縮圧力が所定の目
標高圧圧力の範囲に入るように、冷媒回路１０を制御する。
【００３８】
　通常運転において、圧縮機２４、熱源側ファン２８、利用側ファン２９などが起動され
ると、冷媒回路１０においては、以下のような冷凍サイクル運転が行われる。まず、低圧
冷媒は、利用ユニット３の圧縮機２４に吸入されて圧縮され、高圧冷媒となる。圧縮機２
４から吐出された高圧冷媒は、冷媒連絡管４を経由して熱源ユニット２に送られ、凝縮器
２５において、熱源側ファン２８によって供給される室外空気と熱交換して冷却される。
そして、凝縮器２５において冷却された高圧冷媒は、第１弁２１及び冷媒連絡管５を経由
して利用ユニット３に送られる。このとき、主冷媒回路１１に設けられた第１弁２１の開
度及びバイパス回路１２に設けられた第２弁２２の開度は、例えば次のように制御される
。
【００３９】
　外気の温度が比較的高いときに通常運転を行う場合には、冷房運転の負荷が大きいので
、凝縮器２５の能力を大きくする必要がある。この場合、制御部２７は、例えば、第１弁
２１の開度を大きくしたり、第２弁２２の開度を小さくしたり、熱源側ファン２８の風量
を多くしたりする制御を行う。具体的に、冷房運転の負荷が大きいときには、第１弁２１
の開度が例えば全開状態とされる一方で、第２弁２２の開度が例えば全閉状態とされると
いう制御を例示できるが、これに限られない。
【００４０】
　また、例えば冬場などのように外気の温度が低いときに通常運転を行う場合には、冷房
運転の負荷が小さいので、室内空気を所定の温度範囲に維持しながら凝縮圧力を所定範囲
に維持するために、凝縮器２５の能力を小さくする必要がある。この場合、制御部２７は
、例えば、第１弁２１の開度を小さくしたり、第２弁２２の開度を大きくしたり、熱源側
ファン２８の風量を減少させたりする制御を行う。具体的に、冷房運転の負荷が小さいと
きには、第１弁２１の開度が小さくされる一方で、第２弁２２の開度が全開状態とされる
という制御をできるが、これに限られない。
【００４１】
　利用ユニット３に送られた高圧冷媒は、第３弁２３によって減圧されて低圧の気液二相
状態の冷媒となって蒸発器２６に送られ、蒸発器２６において、利用側ファン２９によっ
て供給される空気と熱交換して加熱される。これにより、冷媒は蒸発して低圧のガス冷媒
となる。蒸発器２６において加熱された低圧のガス冷媒は、再び、圧縮機２４に吸入され
る。
【００４２】
　（油戻し運転）
　次に、油戻し運転について説明する。通常運転を行うと、ガス冷媒が流れている冷媒回
路１０のガス管においては、圧縮機２４の冷凍機油がガス管の内面に付着して溜まること
がある。また、外気の温度が低いときの通常運転において凝縮器２５内に液冷媒を溜める
と、冷凍機油が液冷媒に溶け込んだ状態で凝縮器２５内に溜まることがある。
【００４３】
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　そこで、本実施形態に係る空気調和機１では、ガス管内に溜まった冷凍機油を圧縮機２
４に戻すガス管の油戻し運転と、凝縮器２５内に溜まった冷凍機油を圧縮機２４に戻すた
めの凝縮器の油戻し運転とが行われる。ガス管の油戻し運転では、ガス管の内面に付着し
ている冷凍機油を圧縮機２４に戻すために、圧縮機２４の運転容量を増加させて冷媒回路
１０を流れる冷媒の流量を増加させる。これにより、ガス管内に溜まった冷凍機油の一部
又は全部を圧縮機２４に戻すことができる。また、凝縮器の油戻し運転では、凝縮器２５
内において液冷媒に溶け込んだ状態の冷凍機油を圧縮機２４に戻すために、第１弁２１の
開度を大きくする制御及び第２弁２２の開度を小さくする制御の少なくとも一方の制御を
行って凝縮器２５を流れる冷媒の流量を増加させる。これにより、凝縮器２５内の液冷媒
とともに冷凍機油を圧縮機２４に戻すことができる。
【００４４】
　ガス管の油戻し運転と凝縮器の油戻し運転とは、互いに別々の時期に行われてもよく、
また、連続して行われてもよい。具体的に、後述する制御例１のように凝縮器の油戻し運
転だけを独立して行う形態、後述する制御例２のようにガス管の油戻し運転を行った直後
に、凝縮器の油戻し運転を行う形態などを例示できるが、これらの形態に限られない。
【００４５】
　本実施形態に係る空気調和機１は、室内を所定の温度範囲に調節する冷房運転を、年間
を通じて連続して行う。したがって、圧縮機２４の動作が安定しやすく、一定の状態を維
持しやすい。すなわち、圧縮機２４の回転数が低い状態を維持しやすいので、冷凍機油が
ガス管や凝縮器２５に特に溜まりやすい傾向にある。
【００４６】
　（制御例１）
　図３は、本実施形態に係る空気調和機１の制御例１を示すフローチャートである。図３
に示すように、ステップ１において、制御部２７は、室内の気温を所定の温度範囲に調節
する通常運転が行われるように冷媒回路１０を制御する。
【００４７】
　ステップＳ２において、制御部２７は、凝縮器の油戻し運転の開始条件が成立している
か否かを判定する。そして、開始条件が成立していない場合には、ステップＳ１の処理に
戻って通常運転を継続し、開始条件が成立している場合には、ステップＳ３の処理に移行
して通常運転から凝縮器の油戻し運転に切り換える。
【００４８】
　凝縮器の油戻し運転の開始条件は、空気調和機１において予め定められている条件であ
る。開始条件としては、例えば次のような条件（Ａ），（Ｂ），（Ｃ），（Ｄ）が挙げら
れるが、これらに限られず、他の条件を採用することもできる。凝縮器の油戻し運転の開
始条件は、例えば、条件（Ａ），（Ｂ），（Ｃ），（Ｄ）のうちの１つであってもよく、
また、条件（Ａ），（Ｂ），（Ｃ），（Ｄ）のうちの複数を組み合わせたものであっても
よい。
（Ａ）油溜まり量が予め定められた基準量以上となること
（Ｂ）第１弁２１の開度が予め定められた基準開度以下であること
（Ｃ）圧縮機２４の運転容量が予め定められた基準値以下である状態が予め定められた時
間継続すること
（Ｄ）室外の気温が予め定められた基準温度以下であること
　条件（Ａ）の基準量、条件（Ｂ）の基準開度、条件（Ｃ）の基準値、条件（Ｄ）の基準
温度は、制御部２７のメモリに記憶されている。これらの基準は、ユーザが必要に応じて
設定変更可能であってもよい。
【００４９】
　条件（Ａ）において、油溜まり量は、例えば、圧縮機２４から吐出された冷媒に含まれ
る冷凍機油の吐出量と、油分離器３２において冷媒と分離されて返油回路１３を通じて圧
縮機２４に戻された返油量とをそれぞれ積算することによって得ることができる。
【００５０】
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　条件（Ａ）が採用される場合、ステップＳ２において、制御部２７は、積算された油溜
まり量が基準値以上となったか否かを判定する。油溜まり量が基準値未満である場合には
、ステップＳ１の処理に戻って通常運転を継続し、油溜まり量が基準値以上である場合に
は、ステップＳ３の処理に移行して通常運転から凝縮器の油戻し運転に切り換える。
【００５１】
　条件（Ｂ）が採用される場合、ステップＳ２において、制御部２７は、第１弁２１の開
度が基準開度以下であるか否かを判定する。第１弁２１の開度が基準開度を超える場合に
は、ステップＳ１の処理に戻って通常運転を継続し、第１弁２１の開度が基準開度以下で
ある場合には、ステップＳ３の処理に移行して通常運転から凝縮器の油戻し運転に切り換
える。なお、この条件（Ｂ）は、第１弁２１の開度が予め定められた基準開度以下である
状態が予め定められた時間継続していることとしてもよい。これにより、油戻し運転の必
要性の判断精度をより高めることができる。
【００５２】
　条件（Ｃ）が採用される場合、ステップＳ２において、制御部２７は、圧縮機２４の運
転容量、具体的には圧縮機用モータ２４Ｍの周波数（すなわち回転数）が予め定められた
基準値以下である状態が予め定められた時間継続しているか否かを判定する。この開始条
件が成立していない場合には、ステップＳ１の処理に戻って通常運転を継続し、この開始
条件が成立している場合には、ステップＳ３の処理に移行して通常運転から凝縮器の油戻
し運転に切り換える。
【００５３】
　条件（Ｄ）が採用される場合、ステップＳ２において、制御部２７は、温度センサ４１
によって検知される室外の気温が予め定められた基準温度以下であるか否かを判定する。
室外の気温が予め定められた基準温度を超える場合には、ステップＳ１の処理に戻って通
常運転を継続し、室外の気温が予め定められた基準温度以下である場合には、ステップＳ
３の処理に移行して通常運転から凝縮器の油戻し運転に切り換える。なお、この条件（Ｄ
）は、室外の気温が予め定められた基準温度以下である状態が予め定められた時間継続し
ていることとしてもよい。これにより、油戻し運転の必要性の判断精度をより高めること
ができる。
【００５４】
　ステップＳ３において、制御部２７は、凝縮器の油戻し運転を行う。具体的に、制御部
２７は、凝縮器２５内の冷凍機油を冷媒とともに圧縮機２４に戻すために、例えば、通常
運転時よりも第１弁２１の開度が大きくなるように第１弁２１を制御する。油戻し運転に
おいて、第１弁２１の開度は、通常運転時よりも大きければよく、特に限定されるもので
はないが、例えば全開状態とされるのが好ましい。
【００５５】
　図６（Ａ）は、凝縮器の油戻し運転における凝縮器２５の前後差圧の変動を説明するた
めのグラフである。ステップＳ３において、図６（Ａ）に示すように、第１弁２１の開度
が通常運転時よりも大きくされると（例えば第１弁２１の開度が全開状態とされると）、
凝縮器２５内に流入する冷媒量が増加し、流入した冷媒によって凝縮器２５内の冷媒が押
されるので、凝縮器２５の入口付近の圧力ＨＰが一時的に（瞬間的に）大きくなる。これ
により、凝縮器２５の前後差圧ΔＰ、すなわち凝縮器２５の入口付近の圧力ＨＰと凝縮器
２５の出口付近の圧力ＬＰの差ΔＰが一時的に大きくなる。このような前後差圧ΔＰによ
って凝縮器２５において冷媒の流れが促進されるので、凝縮器２５に溜まっていた冷凍機
油は、冷媒とともに凝縮器２５外に押し出される。
【００５６】
　また、ステップＳ３において、油戻し運転における第２弁２２の開度は、図６（Ａ）に
示すように通常運転時における第２弁２２の開度が維持されてもよく、図６（Ｂ）に示す
ように通常運転時における第２弁２２の開度よりも小さくなるように変更されてもよい。
【００５７】
　具体的に、例えば冬場などのように外気の温度が低くて冷房運転の負荷が小さいときに
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は、ステップＳ１の通常運転において、第１弁２１の開度が小さくされる一方で、第２弁
２２の開度が全開状態とされている。そして、図６（Ａ）に示す制御例では、ステップＳ
３の油戻し運転において、第２弁２２の開度が例えば全開状態のまま維持されつつ、第１
弁２１の開度が例えば全開状態とされる。このように第１弁２１の開度が全開状態とされ
るときに第２弁２２の開度が全開状態のまま維持される場合には、凝縮器２５における圧
力の変動幅を大きくしつつ、冷媒回路１０全体の圧力変動を抑制することができる。
【００５８】
　また、図６（Ｂ）に示す制御例のように、ステップＳ３の油戻し運転において、第１弁
２１の開度がステップＳ１の通常運転時における第１弁２１の開度よりも大きく変更され
るとともに、第２弁２２の開度がステップＳ１の通常運転時における第２弁２２の開度よ
りも小さく変更される場合（例えば第２弁２２の開度が全閉状態とされる場合）には、図
６（Ａ）に示す制御例のように第２弁２２において通常運転時の開度が維持される場合に
比べて、第１弁２１及び第２弁の開度制御の前後でより大きな凝縮圧力の変動を生じさせ
ることができるので、凝縮器２５内に溜まっている冷凍機油をより効果的に凝縮器２５外
に押し出すことができる。なお、図６（Ｂ）に示す制御例では、第１弁２１の開度を大き
くする制御と第２弁２２の開度を小さくする制御が、時間的に多少前後してもよいが、好
ましくは同時に行われるのがよい。
【００５９】
　また、ステップＳ３においては、図６（Ｃ）に示すように、通常運転時よりも第２弁２
２の開度が小さくされる一方で、第１弁２１の開度が通常運転時のまま維持されてもよい
。この場合、油戻し運転において、第２弁２２の開度は、通常運転時よりも小さければよ
く、特に限定されるものではないが、例えば全閉状態とされ、また、第１弁２１の開度は
、少なくとも全閉状態ではない。
【００６０】
　ステップＳ３において、図６（Ｃ）に示すように、第２弁２２の開度が通常運転時より
も小さくされると（例えば第２弁２２の開度が全閉状態とされると）、一時的に（瞬間的
に）凝縮器２５内の冷媒が押されるので、凝縮器２５の入口付近の圧力ＨＰが一時的に（
瞬間的に）大きくなる。これにより、凝縮器２５の前後差圧ΔＰ、すなわち凝縮器２５の
入口付近の圧力ＨＰと凝縮器２５の出口付近の圧力ＬＰの差ΔＰが一時的に大きくなる。
このような前後差圧ΔＰによって凝縮器２５において冷媒の流れが促進されるので、凝縮
器２５に溜まっていた冷凍機油は、冷媒とともに凝縮器２５外に押し出される。
【００６１】
　また、油戻し運転における熱源側ファン２８の風量は、通常運転時における熱源側ファ
ン２８の風量が維持されてもよく、通常運転時における熱源側ファン２８の風量よりも小
さくなるように変更されてもよい。すなわち、凝縮器の油戻し運転において、ファンモー
タ２８Ｍの周波数（回転数）が、通常運転時における周波数（回転数）よりも小さくなる
ように変更されてもよい。油戻し運転における熱源側ファン２８の風量が通常運転時にお
ける熱源側ファン２８の風量よりも小さく変更される場合には、凝縮圧力を上げることが
できるので、通常運転時の風量が維持される場合に比べて、より大きな凝縮圧力の変動を
生じさせることができる。これにより、凝縮器２５内に溜まっている冷凍機油をさらに効
果的に凝縮器２５外に押し出すことができる。
【００６２】
　ステップＳ３において、熱源側ファン２８の風量を小さくするタイミングは、第１弁２
１の開度を大きくするときよりも前であってもよく、第１弁２１の開度を大きくするとき
よりも後であってもよいが、第１弁２１の開度を大きくするときと同時である場合には、
より大きな凝縮圧力の変動を生じさせることができる。同様に、ステップＳ３において、
熱源側ファン２８の風量を小さくするタイミングは、第２弁２２の開度を小さくするとき
よりも前であってもよく、第２弁２２の開度を小さくするときよりも後であってもよいが
、第２弁２２の開度を小さくするときと同時である場合には、より大きな凝縮圧力の変動
を生じさせることができる。
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【００６３】
　次に、ステップＳ４において、制御部２７は、凝縮器の油戻し運転の終了条件が成立し
ているか否かを判定する。そして、終了条件が成立していない場合には、ステップＳ３の
処理に戻って油戻し運転を継続し、終了条件が成立している場合には、ステップＳ１の処
理に戻って油戻し運転から通常運転に切り換える。
【００６４】
　凝縮器の油戻し運転の終了条件は、空気調和機１において予め定められている条件であ
る。終了条件としては、例えばステップＳ３の油戻し運転開始からの経過時間が予め定め
られた時間に達することという条件が挙げられるが、これに限られず、他の条件を採用す
ることもできる。
【００６５】
　（制御例２）
　図４は、本実施形態に係る空気調和機１の制御例２を示すフローチャートである。この
制御例２は、凝縮器の油戻し運転だけでなく、ガス管の油戻し運転も行う点で、制御例１
と異なっている。
【００６６】
　図４に示す制御例２において、ステップＳ１１は、制御例１のステップＳ１同様である
。ステップＳ１２において、制御部２７は、ガス管の油戻し運転の開始条件が成立してい
るか否かを判定する。そして、開始条件が成立していない場合には、ステップＳ１１の処
理に戻って通常運転を継続し、開始条件が成立している場合には、ステップＳ１３の処理
に移行して通常運転からガス管の油戻し運転に切り換える。
【００６７】
　ステップＳ１２におけるガス管の油戻し運転の開始条件は、空気調和機１において予め
定められている条件である。ガス管の油戻し運転の開始条件としては、例えば制御例１に
おける条件（Ａ），（Ｂ），（Ｃ），（Ｄ）などが挙げられるが、これらに限られず、他
の条件を採用することもできる。ガス管の油戻し運転の開始条件は、条件（Ａ），（Ｂ）
，（Ｃ），（Ｄ）のうちの１つの条件であってもよく、また、条件（Ａ），（Ｂ），（Ｃ
），（Ｄ）のうちの複数を組み合わせた条件であってもよい。
【００６８】
　ステップＳ１３において、制御部２７は、ガス管の油戻し運転を行う。ガス管の油戻し
運転では、制御部２７は、ガス管内の冷凍機油を圧縮機２４に戻すために、圧縮機２４の
運転容量を通常運転時よりも増加させる制御を行う。具体的には、圧縮機用モータ２４Ｍ
の周波数（すなわち回転数）が通常運転よりも大きくなるように圧縮機用モータ２４Ｍが
駆動される。これにより、冷媒回路１０を循環する冷媒量が増加するので、ガス管の内面
に付着した冷凍機油の一部又は全部が圧縮機２４に戻される。
【００６９】
　そして、ステップＳ１４において、制御部２７は、ガス管の油戻し運転の終了条件が成
立しているか否かを判定する。そして、終了条件が成立していない場合には、ステップＳ
１３の処理に戻ってガス管の油戻し運転を継続し、終了条件が成立している場合には、ス
テップＳ１５の処理に移行してガス管の油戻し運転から凝縮器の油戻し運転に切り換える
。
【００７０】
　ガス管の油戻し運転の終了条件は、空気調和機１において予め定められている条件であ
る。終了条件としては、例えばステップＳ１３の油戻し運転開始からの経過時間が予め定
められた時間に達することという条件が挙げられるが、これに限られず、他の条件を採用
することもできる。
【００７１】
　ステップＳ１５において、制御部２７は、凝縮器の油戻し運転を行う。ステップＳ１５
の凝縮器の油戻し運転における圧縮機２４の運転容量は、ステップＳ１３のガス管の油戻
し運転における圧縮機２４の運転容量から変更してもよいが、ガス管の油戻し運転におけ
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る圧縮機２４の運転容量が維持されるのが好ましい。制御例２のステップＳ１５において
、凝縮器の油戻し運転は、制御例１のステップＳ３と同様に行われる。
【００７２】
　制御例２のステップＳ１６は、制御例１のステップＳ４と同様であるので、詳細な説明
は省略する。なお、凝縮器の油戻し運転中には、凝縮圧力が通常運転時の凝縮圧力から変
動することがあるので、凝縮器の油戻し運転は短時間で終了するのが好ましい。したがっ
て、ステップＳ１６において、凝縮器の油戻し運転の終了条件として、油戻し運転開始か
らの経過時間が予め定められた時間に達することという条件が採用される場合、凝縮器の
油戻し運転の運転時間は、ガス管の油戻し運転の運転時間よりも短く設定されるのが好ま
しい。
【００７３】
　［実施形態のまとめ］
　本実施形態では、通常運転において、第１弁２１の開度、第２弁２２の開度及びファン
２８の風量の少なくとも１つを調節して凝縮圧力を調節することにより、凝縮圧力を所定
の範囲に調節することができる。また、例えば冬季などのように外気の温度が低いときに
は凝縮器の能力が過剰になることがあるが、この場合には、通常運転において、例えば第
１弁２１の開度を小さくしたり、第２弁２２の開度を大きくしたり、ファン２８の風量の
少なくしたりすることによって凝縮器２５の能力を小さくして凝縮器２５に液冷媒を溜め
る。これにより、凝縮圧力を所定の範囲に調節することができる。
【００７４】
　そして、外気の温度が低いときの通常運転によって凝縮器２５に液冷媒が溜まると、冷
凍機油は、凝縮器２５内に溜まった液冷媒の中に溶け込んだ状態で凝縮器２５内に溜まる
。具体的に、例えば凝縮器２５の前後差圧（凝縮器２５の入口付近の圧力と凝縮器２５の
出口付近の圧力の差）が小さい場合には、凝縮器２５内の一部の流路では冷媒及び冷凍機
油が循環せず、流路内に溜まり込む場合がある。このように冷凍機油が凝縮器２５内に溜
まり込んだとしても、予め定められた条件が満たされると、第１弁２１の開度を通常運転
時の開度よりも大きくする制御及び第２弁２２の開度を通常運転時の開度よりも小さくす
る制御の少なくとも一方の制御を行って凝縮器２５内に溜まった冷凍機油を冷媒とともに
圧縮機２４に戻す凝縮器の油戻し運転が行われる。このような凝縮器の油戻し運転を行う
ことにより、凝縮器２５の前後差圧の確保や凝縮圧力の変動を生じさせることができる。
これにより、凝縮器２５において冷媒の流れを促進させることができるので、凝縮器２５
内に溜まる冷凍機油を冷媒とともに凝縮器２５外に押し出し、効果的に圧縮機２４に戻す
ことができる。
【００７５】
　また、本実施形態では、制御部２７は、凝縮器の油戻し運転において、第１弁２１の開
度が全開状態となるように第１弁２１を制御するのが好ましい。この構成では、第１弁２
１の開度が全開状態となるように第１弁２１を制御することにより、第１弁２１の開度制
御の前後において大きな凝縮圧力の変動を生じさせることができる。これにより、凝縮器
２５内に溜まっている冷凍機油をより効果的に凝縮器２５外に押し出すことができる。
【００７６】
　また、本実施形態では、制御部２７は、圧縮機２４の運転容量を増加させて主冷媒回路
１１のガス管内に溜まった冷凍機油を圧縮機２４に戻すガス管の油戻し運転を行うのが好
ましい。ガス冷媒が流れているガス管においては、冷凍機油がガス管の内面に付着して溜
まることがあるが、圧縮機２４の運転容量を増加させるガス管の油戻し運転を行うことに
よって、ガス管内に溜まった冷凍機油を圧縮機２４に戻すことができる。
【００７７】
　また、本実施形態では、制御部２７は、ガス管の油戻し運転を行った後、圧縮機２４の
運転容量を維持した状態で、凝縮器の油戻し運転を行うのが好ましい。この構成では、ガ
ス管の油戻し運転において上げられた圧縮機２４の運転容量を維持した状態、すなわち冷
媒回路における冷媒循環量が高められた状態で凝縮器の油戻し運転が行われるので、凝縮
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器の油戻し運転において凝縮器２５に流れる冷媒量を多くすることができる。これにより
、凝縮器２５内に溜まっている冷凍機油をさらに効果的に凝縮器２５外に押し出すことが
できる。
【００７８】
　また、凝縮器の油戻し運転において、第１弁２１や第２弁２２の開度制御だけでなく、
ファン２８の風量を減らす制御も行ってもよい。ファン２８の風量を減らすことによって
凝縮圧力を上げることができる。したがって、第１弁２１及び第２弁２２の少なくとも一
方の開度制御及びファン２８の風量制御を行う構成では、弁の開度制御だけを行う場合に
比べて、より大きな凝縮圧力の変動を生じさせることができる。これにより、凝縮器２５
内に溜まっている冷凍機油をさらに効果的に凝縮器２５外に押し出すことができる。
【００７９】
　［変形例］
　以上、本発明の実施形態について説明したが、本発明はこれらの実施形態に限定される
ものではなく、その趣旨を逸脱しない範囲で種々変更、改良等が可能である。
【００８０】
　例えば、前記実施形態では、凝縮器２５が冷媒と室外空気との間で熱交換される熱交換
器である場合を例示したが、これに限られず、例えば図５に示す変形例のように水冷式の
熱交換器であってもよい。すなわち、図５に示すように、水冷式の凝縮器２５は、冷媒の
通路と、水の通路とを備える。水配管２５ａを通じて水の通路に流入した循環水（冷却水
）は、冷媒と熱交換した後、水配管２５ｂに流出するように構成されている。そして、制
御例１や制御例２における凝縮器の油戻し運転において、制御部２７は、凝縮器２５に流
入する冷却水の流量を減らす制御を行ってもよい。
【００８１】
　また、前記実施形態では、凝縮器の油戻し運転において、第１弁２１の開度が全開状態
となるように第１弁２１の開度を大きくする制御を例示したが、これに限られない。凝縮
器の油戻し運転では、第１弁２１の開度が全開状態よりも小さい開度となるように第１弁
２１の開度を大きくする制御を行ってもよい。
【００８２】
　また、制御例２では、ガス管の油戻し運転を行った後、圧縮機２４の運転容量を維持し
た状態で、凝縮器の油戻し運転を行っているが、これに限られない。ガス管の油戻し運転
を行った後、圧縮機２４の運転容量を変化させた後、凝縮器の油戻し運転を行ってもよい
。また、凝縮器の油戻し運転を行った後にガス管の油戻し運転を行ってもよい。
【００８３】
　また、空気調和機１は、複数の冷媒回路系統を備えていてもよい。すなわち、圧縮機、
凝縮器、膨張機構及び蒸発器をそれぞれ有する複数の蒸気圧縮式の冷媒回路系統を含む空
気調和機にも本発明を適用することができる。
【００８４】
　また、冷媒回路１０には、複数の圧縮機が設けられていてもよい。また、空気調和機１
においては、利用ユニット３に圧縮機２４が設けられた、いわゆるリモートコンデンサタ
イプであったが、熱源ユニット２に圧縮機２４が設けられたタイプであってもよい。
【符号の説明】
【００８５】
　１　空気調和機
　２　熱源ユニット
　３　利用ユニット
　１０　冷媒回路
　１１　主冷媒回路
　１１ａ　熱源側主冷媒回路
　１１ｂ　利用側主冷媒回路
　１２　バイパス回路
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　２１　第１弁
　２２　第２弁
　２３　第３弁
　２４　圧縮機
　２４Ｍ　圧縮機用モータ
　２５　凝縮器
　２６　蒸発器
　２７　制御部
　２８　熱源側ファン
　２８Ｍ　ファン用モータ

【図１】 【図２】



(16) JP 2015-102256 A 2015.6.4

【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【手続補正書】
【提出日】平成27年4月6日(2015.4.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　圧縮機（２４）、凝縮器（２５）、開度制御が可能な第１弁（２１）及び蒸発器（２６
）を有する主冷媒回路（１１）と、
　開度制御が可能な第２弁（２２）を有し、前記圧縮機（２４）から吐出された冷媒を前
記凝縮器（２５）及び前記第１弁（２１）をバイパスするように前記主冷媒回路（１１）
に接続されたバイパス回路（１２）と、
　前記凝縮器（２５）への空気の流れを形成するファン（２８）と、
　前記圧縮機（２４）、前記第１弁（２１）、前記第２弁（２２）及び前記ファン（２８
）を制御する制御部（２７）と、を備える冷房専用の空気調和機であって、
　前記制御部（２７）は、
　前記第１弁（２１）の開度、前記第２弁（２２）の開度及び前記ファン（２８）の風量
の少なくとも１つを調節して凝縮圧力を調節する通常運転と、
　予め定められた条件が満たされると、前記第１弁（２１）の開度を大きくする制御及び
前記第２弁（２２）の開度を小さくする制御のうち少なくとも前記第２弁（２２）の開度
を小さくする制御を行って前記凝縮器（２５）内の冷凍機油を冷媒とともに前記圧縮機（
２４）に戻す凝縮器の油戻し運転と、を行う空気調和機。
【請求項２】
　前記制御部（２７）は、前記凝縮器の油戻し運転において、前記第１弁（２１）の開度
が全開状態となるように前記第１弁（２１）を制御する、請求項１に記載の空気調和機。
【請求項３】
　前記制御部（２７）は、前記圧縮機（２４）の運転容量を増加させて前記主冷媒回路（
１１）のガス管内に溜まった冷凍機油を前記圧縮機（２４）に戻すガス管の油戻し運転を
行う、請求項１又は２に記載の空気調和機。
【請求項４】
　前記制御部（２７）は、前記ガス管の油戻し運転を行った後、前記圧縮機（２４）の運
転容量を維持した状態で、前記凝縮器の油戻し運転を行う、請求項３に記載の空気調和機
。
【請求項５】
　前記予め定められた条件は、油溜まり量が予め定められた基準量以上となることを条件
として含む、請求項１～４の何れか１項に記載の空気調和機。
【請求項６】
　前記予め定められた条件は、前記第１弁（２１）の開度が予め定められた基準開度以下
であることを条件として含む、請求項１～５の何れか１項に記載の空気調和機。
【請求項７】
　前記予め定められた条件は、室外の気温が予め定められた基準温度以下であることを条
件として含む、請求項１～６の何れか１項に記載の空気調和機。
【請求項８】
　前記予め定められた条件は、前記圧縮機（２４）の運転容量が予め定められた基準値以
下である状態が予め定められた時間継続することを条件として含む、請求項１～７の何れ
か１項に記載の空気調和機。
【請求項９】
　前記制御部（２７）は、前記凝縮器の油戻し運転において、前記ファン（２８）の風量
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を減らす制御を行う、請求項１～８の何れか１項に記載の空気調和機。
【請求項１０】
　前記凝縮器（２５）が水冷式の熱交換器であり、
　前記制御部（２７）は、前記凝縮器の油戻し運転において、前記凝縮器（２５）に流入
する水の流量を減らす制御を行う、請求項１～８の何れか１項に記載の空気調和機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明の空気調和機は、主冷媒回路（１１）と、バイパス回路（１２）と、ファン（２
８）と、制御部（２７）とを備える冷媒専用の空気調和機である。前記主冷媒回路（１１
）は、圧縮機（２４）、凝縮器（２５）、開度制御が可能な第１弁（２１）及び蒸発器（
２６）を有する。前記バイパス回路（１２）は、開度制御が可能な第２弁（２２）を有す
る。前記バイパス回路（１２）は、前記圧縮機（２４）から吐出された冷媒を前記凝縮器
（２５）及び前記第１弁（２１）をバイパスするように前記主冷媒回路（１１）に接続さ
れている。前記ファン（２８）は、前記凝縮器（２５）への空気の流れを形成する。前記
制御部（２７）は、前記圧縮機（２４）、前記第１弁（２１）、前記第２弁（２２）及び
前記ファン（２８）を制御する。前記制御部（２７）は、通常運転と、凝縮器の油戻し運
転とを行う。前記通常運転では、前記第１弁（２１）の開度、前記第２弁（２２）の開度
及び前記ファン（２８）の風量の少なくとも１つを調節して凝縮圧力を調節する。前記凝
縮器の油戻し運転では、予め定められた条件が満たされると、前記第１弁（２１）の開度
を大きくする制御及び前記第２弁（２２）の開度を小さくする制御のうち少なくとも前記
第２弁（２２）の開度を小さくする制御を行って前記凝縮器（２５）内の冷凍機油を冷媒
とともに前記圧縮機（２４）に戻す。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　そして、外気の温度が低いときの通常運転によって凝縮器（２５）に液冷媒が溜まると
、冷凍機油は、凝縮器（２５）内に溜まった液冷媒の中に溶け込んだ状態で凝縮器（２５
）内に溜まる。このように冷凍機油が凝縮器（２５）内に溜まり込んだとしても、予め定
められた条件が満たされると、第１弁（２１）の開度を大きくする制御及び第２弁（２２
）の開度を小さくする制御のうち少なくとも第２弁（２２）の開度を小さくする制御を行
って凝縮器（２５）内に溜まった冷凍機油を冷媒とともに圧縮機（２４）に戻す凝縮器の
油戻し運転が行われる。このような凝縮器の油戻し運転を行うことにより、凝縮器（２５
）の前後差圧の確保（凝縮器（２５）の入口付近の圧力と凝縮器（２５）の出口付近の圧
力の差の確保）や凝縮圧力の変動を生じさせることができる。これにより、凝縮器（２５
）において冷媒の流れを促進させることができるので、凝縮器（２５）内に溜まる冷凍機
油を冷媒とともに効果的に圧縮機（２４）に戻すことができる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７４】
　そして、外気の温度が低いときの通常運転によって凝縮器２５に液冷媒が溜まると、冷
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凍機油は、凝縮器２５内に溜まった液冷媒の中に溶け込んだ状態で凝縮器２５内に溜まる
。具体的に、例えば凝縮器２５の前後差圧（凝縮器２５の入口付近の圧力と凝縮器２５の
出口付近の圧力の差）が小さい場合には、凝縮器２５内の一部の流路では冷媒及び冷凍機
油が循環せず、流路内に溜まり込む場合がある。このように冷凍機油が凝縮器２５内に溜
まり込んだとしても、予め定められた条件が満たされると、第１弁２１の開度を通常運転
時の開度よりも大きくする制御及び第２弁２２の開度を通常運転時の開度よりも小さくす
る制御のうち少なくとも第２弁２２の開度を小さくする制御を行って凝縮器２５内に溜ま
った冷凍機油を冷媒とともに圧縮機２４に戻す凝縮器の油戻し運転が行われる。このよう
な凝縮器の油戻し運転を行うことにより、凝縮器２５の前後差圧の確保や凝縮圧力の変動
を生じさせることができる。これにより、凝縮器２５において冷媒の流れを促進させるこ
とができるので、凝縮器２５内に溜まる冷凍機油を冷媒とともに凝縮器２５外に押し出し
、効果的に圧縮機２４に戻すことができる。
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